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平成２６年３月定例会一般質問表 
 

                            ３．１０、１１、１２                           

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

１ 

１０ 

 

番 

 

 

髙 

 

橋 

 

 

 

弘 

 

 

 

議 

 

員 

 

１．市政全般 

 

（１）７月の市長選出馬について 

 

① ２期目の塩田市政３年８ヶ月になるが２期目の成果と

反省点は、又３期目は、どの様に考えておられるか伺い

ます。 

 

２．災害に強いまちづくり 

 

（１）平成２４年１月に出された南陽市洪水避難地図（洪水

ハザードマップ）の活用について 

 

① ハザードマップが配布になった地域は、又ハザードマ

ップの活用はどの様に指導しているのか伺います。 

 

② ハザードマップを元にして町内会で独自にハザード

マップを作っている所はあるのか伺います。 

 

３．環境に優しい循環型社会 

 

（１）再生可能エネルギーについて 

 

① 東日本大震災による、原発事故により、原子力発電は

稼働していないが、原発にかわる、電源、エネルギー源

として、再生可能エネルギーがあるが、将来に向けての

再生可能エネルギーについて市としての取り組みは、ど

の様に考えておられるか伺います。 

 

市  長 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 



 ２ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

２ 

１ 

 

番 

 

 

白 

 

岩 

 

 

孝 

 

夫 

 

 

議 

 

員 

 

１．施政方針全般について 

２５年度は、７月に発生した豪雨災害、南陽市役所陸上

部のニューイヤー駅伝への初出場、新文化会館の建設着手

など、「確かな未来へ 夢はぐくむまち 南陽」にとって、

課題や希望が渾然たる一年でありました。 

さきに示された２６年度の施政方針では、教育・産業・

健康の各部門について主要施策の概要が提示されました。

今後の南陽市政の発展を期する上で非常に重要な施政方

針について、具体的な内容と課題を明確化し、市民と行政

がそれを共有して協働のまちづくりを行うために、施政方

針記載の以下の内容についてお伺いします。 

 

（１）中央花公園からハイジアに至るエリアの有効利用と

は、具体的にどのようなことを想定しておられるのか。 

 

（２）市役所陸上部への市をあげての支援について 

 

① 陸上部発足から現在に至るまでの各年度の部員数の

推移と次年度以降の見込みは。 

 

② 陸上に関する施策の長期的展望は。 

 

（３）医療費無償化の課題と今後の見込みについて 

 

① コンビニ受診の増加など、今後の課題は何か、またど

う対処していくのか。 

 

② 事業の財源、とくに一般財源はどのようにして確保し

たのか。また事業の今後の見込みは。 

 

（４）特定不妊治療費助成事業について、早期受診の慫慂と、

出産適齢期などライフプラン教育の推進の必要性に関す

る見解は。 

 

（５）施政方針を受けて、今後の財政の見通しについて 

 

① 医療費無償化に加え、新文化会館の維持費が今後毎年

度必要となるが、どのように財源を確保していくのか。 

 

② 中長期的に歳入不足に陥ることはないのか。 

 

 

 

市  長 



 ３ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

３ 

１５ 

 

番 

 

 

 

佐 

 

藤 

 

 

 

明 

 

 

 

議 

 

員 

 

１．消費税増税による使用料・利用料の値上げについて 

 

（１）消費税増税に対する市長の御見解は。 

 

（２）消費税増税によって商工業等市民への負担増の影響は

どのように試算されておられるか。 

 

（３）消費税増税によって、一般会計にかかわる事業のコス

ト増分は、概ねいくらになるのか、コスト増に対する財

政措置はどのようなものか。また、地方消費の増税分は

いくらと判断しているのか。 

 

（４）そもそも「社会保障のため」と説明されている消費税

増税であれば、少なくても子ども、障害者、高齢者にか

かわる使用料の引き上げをしないことは、自治体として

真剣な検討がされるべき課題です。どのような論議、政

策判断をされたのか。 

 

（５）一般会計に係る業務として行う事業は、消費税法６０

条６項で「課税標準に対する消費税額と控除することが

できる消費税額とを同額とみなす」と規定され、結果的

には納税額が発生しない仕組となっております。従って

使用料等への消費税増税の転嫁は廃止すべきでは。 

 

２．福祉灯油について 

 

（１）昨年１２月議会の予算委員会で福祉灯油について質問

を致しました。市長答弁では、県や国の補助等があれば

今後検討させて頂きたいとの答弁がありましたが、その

後国、県の動向はどうだったのか。連絡等はなかったの

かどうか。 

 

（２）今後国や県の補助等があれば市として実施の方向で検

討するのか。 

 

（３）県内の実施状況は。 

 

 

 

 

市  長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 



 ４ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

４ 

６ 

 

番 

 

 

片 

 

平 

 

 

志 

 

朗 

 

 

議 

 

員 

 

１．森林産業の基盤整備について 

  再生可能エネルギーの取組が各地方自治体で加熱を帯

びる中、本市においても今、建設中の新文化会館に木質バ

イオマスボイラーを導入するなどその取組は一定の評価

はされるものの、一公共施設に木質バイオマスボイラーを

設置したからといって、森林の再生や林産業の活性化に直

ちに結びつくものではない。これから森林産業の基盤整備

をしなければならない課題が多いと思う。 

そのような観点から次の質問をお伺いする。 

 

（１）木質バイオマスボイラーの燃料チップの供給と地場林

業をどう生かすのか。 

  

（２）わが国の国土の７割弱が森林であるが、急峻な山が多

く、木を切り出し運搬するための林道整備が遅れている

が本市の整備の状況は。 

 

（３）ＣＯ２排出削減を促進するために、森林のＣＯ２吸収

分を売るというビジネス（温室効果ガス排出取引制度）

があるが、市有林のＣＯ２吸収量をクレジットにして都

市の企業や団体と契約して、森づくりの資金源にしたら

どうか。（既に企業の森づくり等に取組んでいるがその

成果は） 

 

２．自治体基本条例の制定について 

２０００年「地方分権一括法」の施行により、自治体の

権限と責任が拡大する中、今後の自治体は自立を前提に、

地域の特性や多様性を活かしながら、独自のまちづくりが

求められる。この課題は、行政だけで対応するには限界が

あり、市民一人ひとりが「私達の郷
まち

」を意識し、もっと良

くしようと思う気持ちと行動を、まちづくりに繋げて行く

ためには、行政、議会、市民が何をすべきか基本的な約束

事「自治基本条例」を定めていく必要があると考える。そ

のような観点から次の質問をお伺いする。 

 

（１）全国の市町村の「自治基本条例」制定の実態は。 

 

（２）本市における「自治基本条例」制定の必要性の認識は。 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 



 ５ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

５ 

２ 

 

番 

 

 

高 

 

橋 

 

 

一 

 

郎 

 

 

議 

 

員 

 

１．新文化会館建設工事について 

新文化会館建設工事の発注及び入札に関して、以下のこ

とを市長にお伺いいたします。 

 

（１）工事請負の業者指名と入札方法に関して 

 

① 平成２５年９月の最初の工事発注では、㈱シェルター

をはじめＫＥＳ構法で施工できる業者を共同企業体の構

成に含めずに、地元業者だけのいわゆる条件付き一般入

札で執行したために予定価格を大きく上回る応札となっ

たのではなかったのか。 

 

② 発注予定価格の設計金額を見積った㈱大建設計は、置

賜の地元業者だけで構成する共同企業体の施工ではな

く、大手業者が施工する設計内容で本市に提示したので

はないか。地元業者だけの共同企業体では入札額が高く

なることは予想できたのではないのか。 

 

③ 木造大規模建設工事を㈱シェルターのＫＥＳ構法で施

工することを決定し、工事請負よりも材料の発注を先行

しており、資材の主な木材材料は請負った建設業者が調

達する必要はなく、資材や人件費高騰だけで落札不調の

理由の説明では希薄ではないか。 

 

④ ①で入札執行すれば地元業者だけの共同企業体と比べ

て、予定価格と入札額との乖離が少なかったのではない

か。つまり、安い応札により９月の契約締結もありえた

とすれば５％の消費税で済み、３％の増税分の６千万円

余りは、余計な支出負担額だったのではないのか。 

 

（２）集成材について 

 

① 接着剤の劣化が懸念されるが、耐用年数は。 

 

② 強度はもちろんのことＪＡＳ規格のＦＣ０（ホルムア

ルデヒドの放散量）をクリアーしているか。 

 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 ６ 

受付順 質問者 
質問項目  ・ 要  旨  ・ 内  容 

１､２､３､･  (１)､(２)､(３)･･ ①､②､③･･･ 

答 弁 を     

求める者 

５ 

２ 

 

番 

 

 

高 

 

橋 

 

 

一 

 

郎 

 

 

議 

 

員 

 

２．新文化会館の運営について 

  市民は見ることと演じることを両立できるホールを望ん

でいます。１３００席の大ホールでは、優れた芸術は堪能

できますが、市民が晴れの舞台で観客と一体となって、歌

や踊りを披露するには大きすぎて一体感の出ないつくりと

なっている。５００席の小ホールは多機能型のため舞台設

備がないので、舞台での発表の場にはなりません。これで

は、演ずる市民の要求に応えていないホールとなり宝のも

ちぐされになりかねません。市民が利用しやすい視点で、

以下のことを市長にお伺いいたします。 

 

（１）ホールについて 

 

① 大ホールは１階を８００席、２階を５００席として状

況に応じて、２階席を天井から降りるカーテンで目隠し

できる設計にしなかったのは何故か。 

 

② 小ホールには舞台はつくらないのか。 

 

（２）運営について 

 

① 企画運営の発案と決定はだれが行うのか。 

 

② 自主的に活動し、応援する組織の手立てはあるか。 

たとえば、資金援助を行うサポーター、ステージスタッ

フの有償ボランティア、友の会など 

  

③ 企画運営に指定管理者制度を導入するのか。その場合、

直営部門は何を所掌するのか。 

 

④ 運営シミュレーションによる収支見込みは。 

・プロモーターへの興業委託による収支見込み 

・使用料金は、休日１日あたりの大ホール、小ホールなど 

・市内団体には減免をするのか。 

 

⑤ 維持管理費の見込みは。その費用は一般財源だけでね

ん出するのか。 

 

 

市  長 

関係課長 

 

 


